
教育委員会だより さいたま
～ Well-being実現のために ～

第51号
発行日：令和8年8月24日（月）
発行：さいたま市教育委員会

未来を拓く子どもたちのために

厳しい暑さが続く中、夏休みも終盤を迎えました。
私自身、この夏は山梨の実家に帰省し、高齢の親と過ごす時間を持ちました。親の元気

な姿に安心するとともに、家族との交流を通して多くの活力を得ることができました。

人とのつながりが、私たちに元気や学びを与えてくれることを改めて実感した夏でもあり

ました。

夏休みは、子どもたちにとって日頃とは異なる体験やさまざまな人との関わりを通して、

多くのことを学び、成長する大切な機会です。それぞれが家族や友人、地域の方々との

交流の中で得た経験や気付きを胸に、まもなく新学期を迎えます。学校に子どもたちの元

気な声が戻り、新たな学びの日々が始まることを心待ちにしています。

さて、このたび教育長として再任され、６月から二期目のスタートを切りました。これまで

の取組を礎としながら、「日本一の教育都市で、日本一幸せな子どもを育てる」という理念

の実現に向け、引き続き全力で取り組んでまいります。

こうした中、子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しています。コロナ禍以降、急激なデ

ジタル化やグローバル化、価値観の多様化などが進み、学校には、不登校やいじめへの

対応、特別な支援を必要とする子どもたちへの支援、外国にルーツを持つ子どもたちへ

の教育など、多様化するニーズへの一層きめ細かな対応が求められています。

本市では、こうした課題に対応するため、校内教育支援センター「Solaるーむ」の全校導

入にいち早く取り組むとともに、「いろどり学園小学部・中学部」の新設や医療的ケア児へ

の支援体制の充実など、誰一人取り残さない教育環境づくりを進めてまいりました。

また、長年にわたり取り組んできた英語教育では、「語学教育」の枠を超え、グローバル

な時代を生きる子どもたちの人格形成にも深く関わる学びを継続してきた結果、全国トッ

プレベルの成果を維持しております。さらに、一人一台端末を活用した教育DXの推進や

生成AI時代に対応した学習環境の整備など、変化の激しい社会を生きる子どもたちに必

要な学びの充実にも努めてまいりました。一方で、技術が進歩する時代だからこそ、学校

教育にはこれまで以上に大切にしなければならない役割があります。
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それは、人と人とが関わり、対話を通して学び合うこと、他者を思いやり、多様な考え

方を尊重し、合意形成を図るプロセスを大切にすること、そして仲間と協働して課題を

解決することなどです。

AIが多くのことを担う時代になっても、人間らしい感性や創造力、対話する力、共感す

る力の価値は決して失われることはありません。むしろ、その重要性は一層高まると考

えています。本市では、デジタル技術を積極的に活用しながらも、人とのつながりを大

切にする教育を推進し、子どもたちが未来社会をたくましく生き抜く力を育んでまいりま

す。

また、これからの教育は学校だけで完結するものではありません。子どもたちは学校

で学び、家庭で支えられ、地域の中で成長していきます。人口減少や地域社会の変化

が進む中で、学校・家庭・地域がそれぞれの強みを生かしながら協働して子どもを育て

ることがますます重要になっています。

本市ではコミュニティ・スクールを核として、地域とともにある学校づくりを進めていま

す。子どもたちが地域の様々な人々と関わり、地域の魅力や課題を知り、自ら考え行

動する経験は、将来の主権者としての資質や社会参画への意識を育む貴重な機会と

なります。地域が子どもを育て、子どもが地域を支える。そのような好循環をさらに広

げていきたいと考えています。

二期目においても、「学びの質の向上」「包摂的な教育の実現」「子どもを核にしたコ

ミュニティの形成」という三つの柱を中心に、教育改革を着実に進めてまいります。そし

て、子どもたち一人ひとりが夢や希望を持ち、自分らしく未来を切り拓いていける教育

環境の実現に全力で取り組んでまいります。

結びに、この夏に得た経験や気付きが、子どもたちの新たな学びへの意欲につなが

り、二学期も子どもたちが自ら考え、仲間と協働しながら充実した学校生活を送れるこ

とを願っています。私たちも、引き続き、学校・家庭・地域の皆様と力を合わせながら、

子どもたちの成長を温かく見守り、支えてまいります。
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さいたま市が世界に誇る盆栽文

化に触れようと、私も盆栽づくりに

挑戦しました。小さな鉢の中に自

然の美しさを表現する奥深さを感

じる、大変貴重な体験となりまし

た。

令和８年７月２８日に発生した令和８年熊本地震、８月１３日から１４日未明にかけて発生した千
葉県での記録的な大雨、令和８年８月千葉豪雨において、尊い命が失われ、大変な苦しみが続
いております。

お亡くなりになられた方々のご冥福をお祈り申し上げますとともに、そのご家族や被害に遭われ
た全ての方に、心よりお悔やみとお見舞いを申し上げます。



教育委員会ニュース

令和８年度「さいたま市ストップいじめ！子どもサミット」を開催しました

生徒指導課 ：048-829-166９

「さいたま市ストップいじめ！子どもサミット」
～紡ごう！「ストップいじめ！」わたしたちの思いを～ を開催しました
令和８年７月２９日（水）、大宮国際中等
教育学校において、「さいたま市ストップい
じめ！子どもサミット」を開催しました。
本サミットは、令和６年度から新たに始
まった取組です。第３回目の開催となった
今年度は、市立各学校の代表児童生徒と
管理職、教職員、保護者、地域団体の皆
様の約７００名に御参加いただきました。
ひまわり特別支援学校の代表生徒の開
会宣言や、副市長の挨拶から始まった今
年度のサミットは、子どもと大人のそれぞ
れの立場でのいじめ防止に向けた思いや
取組を、「紡ぐ」ことをテーマに活動をしまし
た。  グループ活動では、主に３つの活動を行いま

した。
「１ アイスブレーキング」として、「これって『い
じめ』？」クイズを行い、事例が「いじめ」にあた
るのか、グループ内で考える活動を行いました。
「いじめ」に対する認識の違いに驚く参加者の
姿が見られました。
「２ 中学校区での話し合い」では、児童生徒
は、普段なかなか聞くことが出来ない身近な大
人のいじめ防止に向けた思いや考えを聞き、学
校をよりよくしたいと思っている人が多いことに
感銘を受けていました。
「３ 区のスローガン作り」では、中学校区ごと
の意見を基に、各区の特色を生かした「ストップ
いじめ！」実現に向けたスローガンを作成しまし
た。 児童生徒の活動を大人がサポートする、
まさに、「支える生徒指導」が実践されている様
子が印象的でした。

最後は、参加者全員が体育館に一堂に
会し、各区のいじめ防止に向けたスロー
ガンを発表しました。
また、青少年育成さいたま市民会議や
市PTA協議会の代表の方から、温かなメッ
セージもいただきました。
今回のサミットをきっかけに、学校だけ
ではなく、地域の大人も一緒になったいじ
め防止に向けた行動が各地区で広がるこ
とを期待します。

１ アイスブレーキングの様子

２ 中学校区での話し合い

３ 区のスローガン作り ４ スローガンの発表



教育委員会ニュース

さいたま市立小・中・特別支援学校空調設備整備・更新事業について
学校施設整備課 ：048-829-1642

近年の暑さ指数が31℃を超過した日数

・地球温暖化に伴い、年々気温が上昇
しております。

・運動できる機会が減ることで、休み
時間など子供たちの活動の範囲も狭
まっております。
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・平成19～20年度に小中学校普通
教室へ、平成30～令和元年度に
中学校特別教室への空調整備を
実施しました。

・令和4～8年度に中学校体育館への
空調整備を実施しました。

・停電してもガスが途絶えても使用
できる、さいたま市独自の災害に
強い仕様としております。

これまでの取り組み 快適に授業ができる 災害でも安心部活動でも快適

今後の予定

これからの取り組み

・更なる空調整備の加速のために、公民連携手法である「PFI方式」での整備を
検討した結果、課題となっていた工期を大幅に短縮できることが分かりました。

・また、工期だけではなく受発注者の負担低減や整備コストの削減も可能となる
ため、PFI方式による整備で進めることを決定いたしました。

令和14年度に全市立小･中･特別支援学校
への空調整備・更新を完了させる予定

・右図の通り、普通教室は設置後20年
を経過し、老朽化が顕著となります。

・小学校体育館を始め、その他諸室で
まだ整備されていない室が多く残っ
ており、早急な整備が必要です。

現在の課題

※ ･･･現在設置されていない室、  ･･･現在設置されているが、
 老朽化が著しい室

※1 大和田小、沼影小除く ※2 一部特別教室（音楽室、図書室など）は除く

現状の空調設備設置状況（令和7年度末時点）

PFI方式なら従来手法と比較し

て完成まで約10年短縮できる！



教育委員会からのお知らせ

Ukiyo-e 猫百科 ごろごろまるまるネコづくし 
うらわ美術館 ：048-827-3215

多彩に表現された“ねこ”が大集合！
夏休みに子どもから大人まで楽しめる展覧会です！

歌川国芳《猫の当字 かつを》個人蔵

出品点数147点＋うらわ美術館収蔵品8点を紹介！
猫好きで知られる歌川国芳をはじめ、30人以上の絵師・画家による猫を描い
た浮世絵など147点に、うらわ美術館の収蔵品８点を加えて紹介しています。

中学生以下観覧無料

無款（小林清親）《[猫と提灯]》
渡邊木版美術画舗蔵

寄附はこちら

さいたま市指定文化財 「旧武笠家表門」は、平成6年に現在の場所へ移築・復原されました。
しかし、30年以上が経過し老朽化が進む中、令和6年には強風の影響により茅葺屋根の一部が
損壊しました。これまで応急的な措置を講じてきましたが、今年の夏に、修繕工事を実施します。
大切な文化財を次世代へ継承していくため、修繕にあわせて、クラウドファンディングを実施して
います。皆さまからのご支援をお待ちしております。

概要

１,０００,０００円

６月１０日から９月７日まで

１. 目標金額

２. 受付期間

３. 寄附金の
  使いみち

旧武笠家表門の茅葺屋根修繕の
実施のために活用します。

５. 修繕期間

６. 修繕内容

７月２７日から８月末頃まで

４. 寄附方法 ふるさと納税ポータルサイト「ふるさと
チョイス」専用ページまたは「寄附申出
書」よりお申し込みください。

損傷した棟の造り替え
北面屋根への差茅（さしがや）

「市指定文化財『旧武笠家表門』茅葺屋根修繕実施に係る
クラウドファンディングを実施しています」 博物館 ：048-878-5025
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